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当科の研修スケジュール

京大病院放射線治療科初期研修プログラムでは、1年次、2年次とも、1～3ヶ月程度のローテー
ションを受け入れています。各臓器ユニットのカンファレンスに参加して、放射線治療の適応に
つき学んで頂き、当科初診から放射線治療に至るまでの流れを学んで頂きます。また、放射線治
療計画にも参画して頂き、放射線治療計画の基本的な考え方を身につけて頂きます。

後期研修プログラムでは、京大病院放射線治療科もしくは研修協力病院（マグネット病院）の放
射線科をローテートします。内容は放射線治療が中心ですが、画像診断の研修も行えるようにし
ます。これは、Image-guided radiotherapy (IGRT) という言葉が示すように放射線治療が画像と融合
した方向に発展しつつあることに対応するものです。京大病院および研修協力病院での研修期間
は、希望によりますが、あわせて3～4年間です。

到達目標
主要な臓器のがんについて、「標準治療」の概要が理解・把握できる
放射線治療、化学療法、化学放射線療法中の患者に対して、適切な診療ができる
適切な放射線治療計画（シミュレーション）を独力で施行することができる
放射線治療の物理学的・生物学的基礎に精通し、実際の治療計画に応用できる

新患の診察を行い、放射線治療の適応や方法について自主的に判断し、その患者の治療計画を立
案することができる
定位放射線照射、強度変調放射線治療（IMRT）、小線源治療などの、高度な技術が必要な放射線
治療に参加し、指導医の補助をすることができる

科内および診療科間のカンファレンスに参加し、治療方針について検討することができる

経験した貴重な症例について、指導医のもと学会や専門誌などにケースレポートを発表すること
ができる

詳細は当科ホームページ（http://radiotherapy.kuhp.kyoto-u.ac.jp/）を参照してください
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